


































































































































みている。1908年の『人生地理学』訂正増補第 8 版（牧口 1908：1072）にも用例が
見られる。第 2 作の1912年の『教授の統合中心としての郷土科教育』で多用される
ようになり、第 3 作の1916年の『地理教授の方法及内容の研究』ではライト・モテ
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